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※概要（Summary ）： 

 本研究では等方的に組み立て可能なマイクロ球を

基本形状となる部品として用いて固定化基礎実験を

行い，マイクロ部品が組み立て位置で固定化する際に

生じる DNAの結合特性について調べる．その結果か

ら，提案手法において組み立て位置にマイクロ部品を

固定化可能かどうかを検証することを目的とする． 

 図 1 のように，DNA セルフアセンブリでは部品と

基板双方にそれぞれ相補関係にある一本鎖 DNA（図

では DNA1と DNA1’，DNA2と DNA2’が相補関係）

をコーティングしておくと，基板の DNAがコーティ

ングされている領域に部品が接近した際に各々の

DNA がハイブリダイゼーションを行うことで，部品

が基板の狙った位置に選択的に組み立てられる． 

 

Fig. 1 Concept of self-assembly of various micro 

parts using DNA. 
※実験（Experimental）： 

 提案手法を用いたマイクロ部品のセルフアセンブ

リの実現可能性を検証するため，針先に DNAのコー

ティングされた PSMB（粒径 10µm）を固定したカン

チレバーを用いて基板上の DNAスポット上とそれ以

外の場所での吸着力測定を阪大ナノテクノロジー設

備共用拠点の AFMで行い，それらの結果を比較した． 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

測定結果を図 2 に示す．DNA スポット上では 26.31

±1.09nN，DNA スポット以外の場所上では 1.66±

0.25nN の測定値が得られた．基板上の DNA の有無

によりPSMBにかかる吸着力に約 13倍もの差異が見

られた．この結果より，瞬間的に多数の DNA の結合が

大きな結合力を生み出していると考えられる．このこと

から，提案手法によりマイクロ部品の固定化の実現可能

性を示すことができた. 

  

Fig. 2 Force distance curves. (a) DNA spot. (b) Glass 

surface. 
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